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282 長野大学紀要 第17巻第3号 1995
約86,400件余りとなる｡これは､平成4年度の埼
玉全県の短期入所利用件数の実に19倍に当たる｡
これはあくまでも試算であるが､潜在的なニード
をみても､現行の短期入所事業では対応できない
ことが分かる｡入所施設の ｢おまけ｣的扱いの今
の短期入所事業では､質､量ともにニードに応え
ることはできない｡地域で生活する障害をもつ人
とその家族の生活を援助するためには､それ専門
の施策が､地域に必要なのであるO
第6章 地域福祉の時代とサービスの
在り方
｢地域福祉｣とは､ただ街の中で暮らせばよい
という単純なことではなく､当事者自身が望む人
生を生きられることを可能にするような福祉サー
ビスを､地域を基盤にしてつくるということであ
ろう｡そのためには､福祉サービスに対する考え
方を､今のようなサービス供給側中心 の発想 か
ら､サービスを利用する当事者を中心とした発想
へと転換していかなければならない｡それができ
なければ､いつまでたってもサービスの利用者
は､他人が決めた枠の中に自分の人生をあわせな
ければサービスが受けられない､自分の人生を自
分で決められないということが続くだろう｡
私たちのレスパイトサービスは､サービスその
ものはささやかであるが､そのコンセプトにおい
て ｢地域福祉｣の時代のサービスの在り方を示唆
していると考えている｡
(さとう すすむ 助教授)
(1995.10.16 受理)
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